
令和５年度　江戸川区立松江小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・読書を通じた探
究的な学習の実
施・充実

学校図書館の利用を、意図的・
計画的に行い、探究的な学習
ができるようにする。

毎週の利用予定を作成し、全学
級が定期的に利用できるように
していく。
探究的な学習を全学年、学期に
１回行う。

A A

読書科を生かした探究的な学
習を行い、全クラスで発表など
をすることができた。

B

・本を読むことが読む力を伸
ばし、理解力を向上する。ま
た、人の気持ちを汲み取り、
コミュニケーション能力につな
がることから読書をする習慣
を身に付けてほしい。

・学校公開で行うことで、
保護者に周知する。

自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた
改善策

・算数におけるＣＤ層を20パー
セント削減する。
・ＣＤ層の学習に対する意欲を
向上する。
・江戸川っ子studyweekを児童
全員が取り組む。

A

・通常学級の全教員が特別支
援学級で１日研修を行い、イン
クルーシブ教育について学び、
自己の指導に役立てることがで
きた。また、児童理解ができ、
補教などでもかかわれるように
なった。
・特別支援コーディネーターを
中心にエンカレッジルームの有
効な活用方法を共通理解をす
ることができた。
・副籍交流を年に３回行えた。
また、交流及び共同学習は学
年によって回数は違うが、全学
年行えた。

A

・特別支援学級併設校の
利点を今後も生かしてほ
しい。
・今後どのように生きてい
くかを自分で考えられる
児童を養ってほしい。

体力調査において江戸川区の
平均値を上回る。運動遊び年間
35回、体力向上に向けた取組年
間３回の実施を目指す。
マラソン・なわとび年間各4週間
実施して体力向上を図る。

B B

なわとびアタックやマラソンア
タック、松江マラソンを実施し、
目標をもたせることで達成感を
味わわせることができた。
生活リズム向上週間を行い、生
活習慣の見直しを行うことがで
きた。

B

・なわとびアタックやマラソン
アタック、松江マラソンは昔
（評議員の方が松江小に在
籍していた頃）から行われて
いる行事であり、意欲をもって
取り組んでいる児童が多くい
た。引き続き行い、体力向上
につなげてほしい。

B B

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標

学校教育目標
「かがやき」　力いっぱい笑顔いっぱい松江の子 目指す学校像　・明日登校するのが待ち遠しい学校

目指す児童像　・よく考える子・思いやりのある子・健康な子
目指す教師像　・子供たちの明日を考えた指導ができる教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞
○問題解決学習や探究的な学習を基盤にした授業改善　　〇体育の授業力向上と児童の体力向上へ向けた取組の強化
＜課題＞
○基礎・基本の定着や更なる学力向上　　〇松江スタンダードを基にした指導の徹底

特別支
援教育
の推進

読書科の
更なる充実

・研修をもとに各クラスで
ユニバーサルデザインを
取り入れた教育を行って
いく。
・副籍交流や交流及び共
同学習が効果的に行える
よう、年度当初に意図的
に計画を立てる。

共生社会
の実現に向
けた教育の
推進

・ユニバーサルデ
ザインの視点を
取り入れた個に
応じた指導の充
実
・エンカレッジ
ルームの活用促
進
・副籍交流、交流
及び共同学習の
充実

・適宜、校内委員会を設置し、
情報共有を図る。また、ユニ
バーサルデザインを取り入れ、
教室環境を１０月までに確実に
徹底する。
・エンカレッジルームの活用表
を作成し、計画的な活用を目指
すとともに、特別支援コーディ
ネーターのリーダーシップで効
果的に活用する。
・特別支援コーディネーターや
研究副主任を中心に副籍交流
や交流及び共同学習の充実を
図る。

・年１回、教員がわかば学級で１
日研修を行い、配慮の必要な児
童への対応の仕方を学ぶ。
・エンカレッジルームを活用し、
配慮の必要な児童の安心できる
居場所を確保する。
・年に１度、副籍交流や交流及
び共同学習を行う。

A

・学習に取り組む時間を
日常的に習慣づける。
・ipadを活用し、繰り返し
練習したことが可視化で
きるようにする。

いきいき
と学ぶ
学校づ
くり

確かな学力
の向上

・6つの主な事業
（取組）に対して
の学校の組織的
な対応による取
組の実施・改善・
充実

・校内研究を算数とし、全員研
究授業を行う。
・年間の補習計画を立案し、計
画的に実施する。
・学力向上委員会で江戸川っ
子study weekの在り方の検討を
し、家庭での学習習慣を身に
付ける。

体力の向
上

・運動意欲の向
上や健康の推進
に向けた取組の
実施・改善・充実

マラソンアタックや松江マ
ラソンは来年度も行う。な
わ跳びは「江戸川っ子な
わ跳びチャレンジウィー
ク」と関連させ、年３回行
う。

体力低下に歯止めを掛けられ
るように、休み時間の外遊びを
充実させるともに、日常的に運
動に取り組めるように運動遊び
を計画的に実施する。
マラソン、なわとびアタック、生
活リズム向上週間,オリパラ掲示
板の充実を図る。

.C層の２０％の削減は達成でき
たが、Ｄ層の削減が達成するの
が難しかった。低学年でマス
ター検定などを通して学習内容
を定着させた後、持続させるこ
とが課題である。
・ipadを活用し、江戸川っ子
studyweekを全児童が取り組む
ことができた。

B

・学力が低いことが気にな
る。意識調査からは勉強
が嫌いなわけではないこ
とがわかる。目的意識を
もって勉強をしてほしい。
・算数の習熟度別の学習
が成果が出ることを期待
している。



・子どもたちの健
全育成に向けた
取組
・不登校対策の
充実
・教育相談の強
化
・hypaer-QUの活
用

・全学年、アンケート　全員面接
を実施する。
・登校に不安のある児童を関係
諸機関に全員つなげる。
・必要に応じてケース会議を設
ける。

・担任やＳＣによるアンケート、面
接を7月に児童100パーセント行
う。
・いじめ防止対策委員会を年3
回行う。
・毎週金曜日に全職員での共有
を図る。

A A

・不登校の児童を全員児童相
談所やＳＳＷにつなげることが
できた。また、オンラインでつな
がり、安否確認や学びの保障を
行うことができた。
・いじめに関するアンケートを行
い、必要に応じて児童と面接を
行ったり、情報を共有したりし
た。

B

・友達とのかかわり方で悩
んでいる話を聞く。一人に
なりたくないという思いか
ら我慢をしているようであ
る。子供の話をよく聞き、
寄り添って行く必要があ
る。

・引き続き、担任からの電
話連絡と家庭訪問を行
い、学校とのつながりを切
れないようにする。

特別支
援教育
の推進

子どもたち
の健全育
成

特色あ
る教育
の展開

「学校にお
ける働き方
改革プラ
ン」

「学校における働
き方改革プラン」
に基づく取組の
実施

・一斉退勤日には会議を入れ
ず、定時に帰ることのできる環
境を整える。
・ＳＳＳ等を活用し、効率化を図
る。

・月に1回、一斉退勤日を設け
る。
・出退勤システムを活用し、超過
勤務時間月80時間以上を0名に
する。

・家庭、地域にＨＰ、学校だより
等を活用して、教育活動を発信
する。
・学校公開の周知、徹底を行
い、教育活動を伝える機会とす
る。

・学校評議員会で学校経営方
針や教育活動について理解を
深める。
・課題を把握するため、学校ア
ンケートを活用し、改善を図る。

・情報を共有する。
・有効な手立ての検討を行う。

・定時退勤日は必ず退勤
をする、超過勤務を少なく
するなど意識を今後も継
続させる。

・昔ほど夜遅くまで校舎の
電気がついていることが
なくなったように感じる。
健康に気を付けてほし
い。

B B

・一斉退勤日を月に１回設け、
全職員が定時退勤することがで
きた。
・月８０時間以上の超過勤務を
している教員は０名である。

A

・学校公開などを見ると、
学校が努力していること
がわかる。公開で教育活
動を見ることができるのが
よい。

・学校と家庭、地域が意
見交換会等を行い、意見
の相違の差を縮めて行く
必要がある。

・一人を育てるのにいろい
ろな人とかかわりながら育
ててほしい。

A

A

・ＨＰ等で教育活動を周
知し、学校への理解を深
めてもらう。
・学校公開を教育活動を
知ってもらうよい機会と
し、児童の良さが伝わる
内容を展開する。

・評議員に説明し、協力
を仰ぐことで教育活動を
円滑に進められるように
する。
・来年度も共育アンケート
を行い、保護者の意見を
参考にする。

学校と
家庭、
地域、
関係機
関との
連携強
化

学校関係
者評価の
充実

教育活動の改
善・充実に向けた
学校関係者評価
の実施・改善

・引き続き、児童相談所
やＳＳＷと連携を図ってい
く。

・ＨＰは各学年週に1回。学校だ
よりは月に1回、家庭や地域に向
けて発信する。
・年3回学校公開を行い、全家庭
の参観を目指す。

・年に3回、学校評議員会を行
う。
・年に1回、児童や保護者地域
にアンケートをお願いする。

・月に1回、児童相談所やＳＳＷ
との情報共有を行う。

A A

A

A

・ＨＰに掲載する学年に偏りが
ある。学校だよりは月に１回発
行できた。
・学校公開を制限なく行うことが
でき、家庭だけでなく地域の方
にも教育活動を伝えることがで
きた。

・学校評議員会を行い、経営方
針の説明をしたり、教育活動を
見てただいたりすることができ
た。
・年３回の共育アンケートを通し
て、保護者の意見を教育活動
に生かすことができた。

・児童相談所もＳＳＷも電話だ
けではなく、ケース会議を行う
などをして情報共有を密に行う
ことができた。

A

B

A


